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の

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
村
民
の

皆
様
に
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
の
議
会
へ
の

御
協
力
と
、
御
支
援
に
対
し
ま
し

てP
議
会

J

一一
J

同
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
新
世
紀
ス
タ
ー
ト
の
年

で
あ
弘
全
国
各
地
に
お
い
て
記
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
県

に
お
い
て
も
須
賀
川
市
を
会
場
に

「
美
し
い
空
間
、
美
し
い
時
間
」

を
テ
l
マ
と
し
た
、
つ
つ
く
し
ま
未

来
博
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

人
と
自
然
が
共
生
す
る
豊
か
な

時
代
を
め
ざ
す
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
実
現
の
た
め
の
様
々
な
知

恵
や
技
術
が
展
示
さ
れ
多
く
の
入

場
者
で
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

新
世
紀
へ
の
素
晴
ら
し
い

J

提
言
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

れ
小
戦
後
半
世
紀
巳
わ
た
る
経
済
優

一一慌の活袋
、g
w
u
T
ぶ
は
、
投
下
回

…譲

渡

成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
崩
壊

↓
縄
奴
叫んだ
今
日
め
厳
七
い
社
会
経
済

の
状
泌
争
、
来
た
の
で
あ
り

う
な
状
況
を
打

二
は
、
現
在
の

難
が
あ
り
1
〉

~の
改
革
'九

行
財
政
の
改
革
が
必
要
と
な
っ
て

参
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
に
お

い
て
は
、
政
治
、
経
済
、
行
財
政

機
構
の
見
直
し
を
図
り
つ
つ
構
造

改
革
を
進
め
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
地
方
分
権
に
よ
る
権

限
の
移
譲
に
よ
っ
て
地
方
市
町
村

が
自
ら
考
h

え
自
ら
行
、
っ
地
方
行
政

を
確
立
す
る
に
は
、
財
源
の
移
譲

を
含
め
ま
だ
ま
だ
困
難
な
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら

効
率
的
な
行
政
運
営
に
つ
い
て
の

研
究
検
討
を
し
て
参
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

我
が
玉
川
村
に
お
い
て
は
、
第

四
次
玉
川
村
振
興
計
画
の
後
期
見

直
し
が
終
わ
り
二
十
一
世
紀
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
新
世

紀
に
向
け
た
村
の
振
興
策
が
検
討

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
新

世
紀
に
お
け
る
村
の
進
む
べ
き
方

向
に
つ
い
て
誤
り
な
き
を
期
す
る

た
め
、
常
に
村
民
の
皆
様
の
声
を

大
切
に
し
な
が
ら
村
の
振
興
発
展

に
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

田
村
キナ

長

田
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…奥勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

平成+今年-i-JO司「怠鮒てぎかわ

野
義
章
氏

鈴

木

告

之
氏

勲
、
一
ハ
等
瑞
宝
章
受
章

村
県
民
税
(
所
得
税
)
の
申
告
棺
談

~ 

指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

住
民
税
や
所
得
税
の
申
告
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。
村
で
は
パ
ソ
コ

ン
に
よ
り
申
告
相
談
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
申
告
受
付
月
臼

は
個
人
宛
の
申
告
案
内
通
知
書
に

記
載
さ
れ
て
送
付
さ
れ
ま
す
の
で

指
定
日
に
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
申
告
相
談
日
の
日

程
に
年
金
受
絡
の
方
、
医
療
費
控
除

や
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
を
対
象
に
し
た
日
を
設

け
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
十
四
年
一
月

一
日
現
在

で
、
玉
川
村
に
住
所
が
あ
り
、
平

平成14年1月広報たまかわ

成
十
三
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

は
す
べ
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
主
な
該
当
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-
農
業
・
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
。

-
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
人
。

-
二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の

支
払
い
を
受
け
た
人
や
、
給
与
の

他
に
も
所
得
の
あ
る
人
(
農
業
・
地

代
・
家
賃
・
年
金
等
)

-
年
金
所
得
者
0

・
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住

宅
取
得
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
。

-
一
定
の
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い

な
い
人
ま
た
は
、
勤
務
先
か
ら
役

~関
~盛

~受付時間

午前9時~午前11時15分-午後1時~午後4時30分

圃申告会場

西部地区 就業改善センター

須釜公民館東部地!R

奥野義章氏は、昭和20年12月復員し、復員本部で中

国引上軍人の復員業務に従事し、昭和27年4月戦傷病
者戦没者遺族等援護法により発足した県戦傷病者会の結

成に中/1)的容在で活躍し、昭和36年4月から県傷痩軍

人会理事、昭和38年から黒傷摸軍人会石川郡部部会長

を務め、昭和40年から現在まで厚生労働大臣の委託を

受け、戦傷病者相談員として傷震軍人とその家族の福祉

向上に努められました。また、昭和47年3日から平成

8年3月まで連続6期24年間にわたって村議会議員と

して村政進展に努められました。奥野氏は身体障害者福

祉など数多くのI)J績が認められ受章されました。

鈴木吉之氏は、昭和43年仁村議会議員に当選以来昭

和55年までの間3期12年の永きにわたり在職し、村の

建設に努められました。特に昭和51~ 1月から昭和51

年3月までの3ヶ月間は副議長として議長を補佐し、議
会の円滑な運営と議会の発展に尽力いたしました。昭和

43年より総務常任委員会副委員長、昭和47年より総務

常任委員会委員長を歴任し、高遁芯政治信念をもって村

の産業-教青・文化、福祉の向上に尽し、また、昭和

55年4月から4年間、村選挙管理委員会委員や平成5

年 1 月から 3~2ヶ月間、村老人クラブ連合会会長など

を務められ多大な員献が認められ受章されました。

場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
人
。

-
前
年
中
に
病
気
や
失
業
中
で
全

く
所
得
の
な
か
っ
た
人
も
そ
の
旨

を
申
し
出
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
c

申
告
に
持
参
す
る
も
の

①
申
告
通
知
書
②
印
鑑
③
申

告
者
の
全
融
機
関
等
の
通
帳
、
通

帳
印
④
会
社
員
、
日
雇
な
ど
の

給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
ま

た
は
事
業
主
の
麦
払
証
明
書
⑤

事
業
所
得
者
は
、
収
支
内
訳
書
を

作
成
し
、
所
得
計
算
に
必
要
な
帳

簿
書
類
⑥
年
金
所
得
者
は
、
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
⑦
生

命
・
損
害
・
個
人
年
金
の
保
険
料

南須釜

南須釜

(午前)

四辻新聞

(午後)

5日(火)
6日(水)

7日(木)

2
 

L
3
 

口
u
nxu 

高

辺J11 

奥
野
氏

受
章
祝
賀
会

「
勲
五
等
瑞
宝
章
」
受
章
祝
賀

会
は
、
十
二
月
九
日
午
前
十

一
時

か
ら
、
マ

l
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
、
約
一
一
五

O
名
が
出

席
し
て
行
わ
れ
、
車
田
村
長
の
あ

い
さ
つ
や
西
川
村
議
会
議
長
な
ど

の
祝
辞
が
あ
っ
た
あ
と
、
叙
勲
受

章
者
謝
辞
と
し
て
奥
野
義
章
氏

は
、
「
永
い
聞
の
職
務
を
支
持
し
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
受

章
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
健

康
に
留
意
し
て
、
地
域
の
た
め
に

役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
受

章
の
喜
び
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
先
立
ち
、
奥
野
氏
は

村
役
場
を
訪
れ
、
車
田
村
長
に
村

の
た
め
に
と
、

寄
付
金
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

控
除
証
明
書
、
障
害
者
手
帳
③

医
療
費
控
除
の
場
合
は
、
領
収
書

⑨
確
定
申
告
書
(
税
務
善
か
ら
送

付
さ
れ
た
人
の
み
)

圃
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
な

ど
の
写
し

ム
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
ム
住
民

票
ム
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借

入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
ム

源
泉
徴
収
票

Z
E
還
付
金
の
振
込
み
先
の
口
座
番

号
(
申
告
者
本
人
名
義
)

(
注
)
ム
印
の
書
類
の
コ
ピ
ー
は
認

め
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

北須釜

山小屋 ・山新田

28日(木)
該当日に申告で

きなかった方

※税務署からの通知があった方は税務署の透知が優先します。

※指定された臼に申告できない方は、電話でお気軽にと棺談ください。

※申告最終臼 (3パ5)の会場は、須釜公民館です。
(問い合わせ先) 須賀 川税務署 n0248-75-2194

玉川村役場税務課、n57-4622 

士
ロ

111 R (月)I 
12日(火)I 

13日(水)

14日(木)

15日(金)

竜|崎(午前)
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(午後)

中

竜

14日(木)
15日(全)
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火

水
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一
会
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一
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口
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-
一
つ
山
5
一
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一
q
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奥野氏受章祝員会で挨拶する車田村長

民
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民
生
・
児
童
委
員
十
六
名
と
主

任
児
童
委
員
二
名
に
厚
生
労
働
大

岳
か
ら
の
委
嘱
状
の
伝
達
交
付
式

が
十
二
月
三
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
車
問
村
長
か
ら
各
委

員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
は
、
年
金
委

川辺地区担当(副会長)北須釜地区担当(会長)

矢部和予さん(再) 西舘英範さん(再)

員
を
兼
ね
て
地
域
福
祉
全
般
、
年

金
関
係
に
つ
い
て
住
民
の
相
談
業

務
に
従
事
し
、
福
祉
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て

活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
委
員

の
任
期
は
、
平

川辺地E担当

矢部義ーさん(再)

蒜生地区担当

真弓忠溝さん(新)

小高地底担当

溝井貞光さん(再)

小高地区担当

西川美技予さん(再)

中地区担当

高林浅二さん(再)

中地毘担当

大木トミヨさん(再)

第
四
回

第
四
回
玉
川
村
高
齢
者
福
祉
大

会
は
、
さ
る
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)

午
前
十
時
か
ら
村
体
育
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
の
小
林
隆
次
さ
ん
が
式
辞
を

述
べ
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
車
問
次

夫
村
長
や
商
川
良
英
村
議
会
議
長

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
金
婚
夫
婦
表
彰
が
行

わ
れ
、
川
辺
の
佐
藤
源

一
・
キ
チ

ヨ
さ
ん
夫
婦
他
十
六
組
め
方
々
に
、

福
島
氏
報
石
川
支
局
長
の
鞍
田
炎

平成14年 1月広報たまかわ

高
齢
者
福
祉
大
会

さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
や
賞

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

高
齢
者
か
ら
の
提
言
で、

真
弓
政
典
さ
ん
(
蒜
生
)
他
五
名
の

方
々
は
、
身
近
な
問
題
を
テ
l
マ
に

熱
弁
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

講
演
は
、
石
川
町
長
泉
寺
住
職

で
あ
り
ま
す
、
酉
川
弘
道
さ
ん
が

講
師
と
し
て
、
演
題
が
「
老
い
は
、

丹
精
な
り
」
金
婚
の
輝
き
と
題
し

て
約

一
時
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
各
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
の
踊
り
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
踊
り
な
ど
終
わ
る
た
び
に
出

席
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
c

最
後
に
、
決
議
(
案
)
が
提
言
さ
れ

て
高
齢
者
の
心
意
気
で
豊
か
な

長
寿
社
会
づ
く
り
の
推
進

二
、
個
人
、
あ
る
い
は
組
織
的
に
玉

川
村
の
良
さ
を
残
し
伝
え
る

運
動
の
推
進

三
、
個
人
の
多
様
化
を
重
ん
じ
、
自

主
性
を
い
か
し
た
多
角
的
事

業
の
推
進

以
上
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

成
十
六
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
の

二
一
年
間
で
す
。

ま
た
、
今
回
任
期
満
了
で
退
任

さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
弓
政
典
さ
ん
(
蒜
生
地
区
)
、

湯
沢
英
雄
さ
ん
(
竜
崎
地
区
)
、
塩

田
好
一
さ
ん
(
四
辻
新
団
地
区
)
、

小
原
重
孝
さ
ん
(
主
任
児
童
委
員
)

岩法寺地区担当

大竹照治さん(再)

竜崎地区担当

小林光信さん(新)

商須葦it!J[g担当

相楽義=さん(再)

南須釜地区担当

大野力ツさん(再)

高須釜地区担当

青山 聴さん(再)

手づくり郷土賞(国土交通大臣賞)

t
A
1
p
t
N…宇

い運動で い

吉地区担当

近内道夫さん(再)

山小屋地区担当

石森金治さん(再)

四辻新田地包担当

塩田豊彦さん(新)

主任児童委員

野口サツミ子さん(新)

主任児童委員

塩沢節与さん(新)

2、税務職員が納税者宅に臨場する際には、男分証明書(顔写翼

ちょう付)と費問検査章又は徴収職員証票を携帯しており

ます。身分証明書等で所属、氏名等を確認してください。

不審な点があるときは、即答せずに税務署仁お間合わせくだ

さい。須賀川税務署総務課(n0248-75-2194)

6 

白色申告者を対象とした確定申告説閉会の開催

平成14年1月(平成13年分の確定申告)から使用する、所簿

税の確定申告書等が改定されました。

それに伴い、須賀川税務署では下記の日程で、白色申告書を対

象とした確定申告説明会を開催し、収受内訊書の記載要領や、確

定申告書作成上の留意事頂等を説明することにしております。

該当する方は、 1月中旬以醗に送付される、申告書用紙等を持

参の上、ぜひ出席されますようお願いします。

1、日時 平成14年1月24日(木)

午前9時30分から

玉川村就業改善センター所2、場

税務署職員を装った不審電話に注意!

昨年の春先、税務職員を装い「税主を還付するjと称し電話で

納税者又は家族の勤務先や電話番号などを照会するという事例

が当局管内で多数発生しましたが年末に入り、再び同じような

事例が蕎森及び詣患累内を中山に発生しております。

いずれの場合も税務職員を装い、「年末調整により還付する税

金があるjと称して、家族の勤務先や電話番号など連絡先を聞き

出そうとする電話です。

納税者の皆様がこのような被害に遭わないよう、次の点にご

注意ください。

1、税務職員が納税者の皆様に電話を行う場合は、l必ず「署名
部門名・氏名Jを名棄って力、ら既に提出された書類等に墨

づき用件を伝えることを塁本としております。

電話があったときは、所層、氏名等を必ず確認してくださ

い。なお、不審と思われた場合には、税務署へ確認のための

電話をお願いします。

「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
は
、
地
域
の

個
性
、
魅
力
を
創
出
し
て
い
る
各
種

の
良
質
な
社
会
資
本
を
広
く
募
集
、

発
掘
し
、
こ
れ
を
広
く
紹
介
す
る
こ

と
で
、
「
ゆ
と
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
個

性
的
な
地
域
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。
平
成
十
三
年
度

は
、
「
地
域
整
備
部
門
」
と
「
地
域
活
動

部
門
」
の
二
部
門
で
募
集
が
行
わ
れ
、

本
村
で
は
、
「
地
域
活
動
部
門
」
に
全

国
で
北
海
道
か
ら
大
分
県
の
九
市
町

村
と
共
に
選
ば
れ
、
十

一
月
二
十
一

日
、
宮
城
県
の
パ
レ
ス
宮
城
野
で
の

受
賞
式
に
臨
み
ま
し
た
。
村
花
い
っ

ぱ
い
運
動
協
議
会
で
は
、
翌
日
の
会

議
の
席
上
報
告
さ
れ
、
大
き
な
拍
手

を
得
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
「
手
づ
く
り
郷
土

砂貝
」冊
子
に
は
、
「
玉
川
村
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
は
各
種
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
り
、
村
内
の
国
道
及
び
県

道
、
村
道
沿
線
や
公
共
施
設
な
ど
へ
、

約
5
2
0
0
0
本
の
花
の
苗
を
植
え

る
活
動
で
、
村
内
ほ
ほ
全
域
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
で
行
っ
て
来
ま
し
た
が

(
略
)
手
づ
く
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞

を
励
み
と
し
て
、
更
に
息
の
長
い
地

道
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

7 



平成14:tj:1月

ートピ~@7ス.
IN 

記号fOOむ

広報たまかわ

~;; 宇、_U'ヲ君宅~~.:::且:t.õ
t示宵PJT弘ζ否おちPっさz
とてもおじようずにできました

12月2臼のすがま泊稚圏のお遊戯会を皮切りに、 12月8臼に泉保甫所

館で行われ、 12月98はいずみ幼稚冨で行われました。
幕が上がり園児たちが姿をあらわすと、会場の保護者からは一斉に歓声が上が

り、お父さんやお母さんの姿を見つけては、患わず手を振る題児の姿も見られま

した。

歌や劇、おゅうぎを舞台の上で小さな体いっぱいに使って演技する霞児たちに、

保護者から盛んな拍手が送られていました。

須釜児童

両幼稚

平成14年1月広報たまかわ

第
十
八
田
村
民
卓
球
大
会
は
、
村

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

i
で
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
の
村
民
一

O
O名
が

参
加
し
て
、
シ
ン
グ
ル
ス
や
ダ
ブ
ル

ス
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
上
位

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。(
敬
称
略
)

小
学
生
の
部

優
勝
宗
形
美
咲
(
須
釜
小
)

二
位
宗
形
早
苗
(
須
釜
小
)

三
位
真
野
日
宏
美
(
須
釜
小
)

草
野
裕
明
(
須
釜
小
)

敢
闘
賞
関
根
悠
太
(
須
釜
小
)

大
木
賞
道
(
須
釜
小
)

宗
形
美
奈
(
須
釜
小
)

一
般
の
部

男
手
シ
ン
グ
ル
ス

佐
久
間
政
宏
(
清
陵
情
報
)

車
田
純
二
安
積
梨
明
)

車
田
正
喜
(
玉
川
ク
ラ
ブ
)

塩
沢
正
勝
(
玉
川
ク
ラ
ブ
)

秋
山
秀
夫
(
玉
川
ク
ラ
ブ
)

大
木
一
弘
(
清
陵
清
報
)

中
挙
生
優
秀
選
手
襲

車
田
康
文
(
泉
中
)

次
予
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
宗
形
美
代
子
(
荒
川
ク
ラ
ブ
)

二
位
秋
山
総
香
(
玉
川
ク
ラ
ブ
)

一
一
一
位
関
根
敬
子
宝
川
ク
ラ
ブ
)

長
谷
沼
久
美
子
(
泉
中
教
)

叡
闘
員
鈴
木
富
士
江
(
玉
川
ク
ラ
ブ
)

車
田
直
子
(
泉
中
)

中
学
宣
優
秀
選
手
藁

車
凶
理
絵
(
泉
中
)

ダ
ブ
ん
ス

優
勝
佐
久
間
政
宏
・
吉
田
正
明

(
清
陵
情
報
・
山
一
行
農
)

ニ
包
車
出
純
一
・
岩
谷
直
紀

(
安
積
繁
明
・
須
高
)

三
包
増
子
正
広
・
五
十
嵐
毅

(
玉
川
ク
ラ
ブ
・
須
釜
中
教
)

矢
部
重
徳
・
佐
藤
岳
生

(
泉
中
・
泉
中
)

敵
闘
箆
関
根
麻
衣
・
間
模
麻
八

(
光
南
・
泉
中
)

大
野
耶
紀
・
大
川
内
菜
月

(
須
釜
中
・
須
釜
中
)

中
山
号
校
優
秀
選
手
重

矢
吹
伸
也
・
石
森
直
人

(
須
釜
中
・
須
釜
中
)

嬰一一一一一

位位勝

敢
闘
員

総
合
運
動
公
園
で
植
樹
祭

ア

i
協
刀
緑
化
促
進
事
業

植
樹
祭
は
、
車
田
村
長
・
役
場
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
員
や
そ
の
家
族
な
ど
約

一
一
十
五
名
が
参
加
し
て
、
総
合
運
動

公
園
予
定
地
内
に
サ
ル
ス
ベ
リ
山

本
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
日
本
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
ァ

i
協
力
縁
化
促
進
事
業

は
、
福
島
県
ゴ
ル
フ
連
盟
の
協
力
に

よ
り
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
緑
化
協
力
募
金

を
も
っ
て
県
内
の
社
会
公
共
施
設
等

の
総
化
を
促
進
す
る
事
業
で
す
。

~ 

芯

第
四
十
六
凶
福
島
県
下
農
業
委

員
大
会
が
福
島
市
飯
坂
軒
「
パ
ル

セ
い
い
ざ
か
」
で
行
わ
れ
、
こ
の

大
会
の
中
に
お
い
て
、
岩
谷
利
秋

さ
ん
に
、
農
業
委
員
会
法
施
行
五

十
周
年
記
念
特
別
表
彰
と
し
て
、

全
国
農
業
会
議
所
会
長
よ
り
感
謝

優
良
従
業
員
を
表
彰

村
商
工
会

いざという時のために
、亀置"‘・畠圃.!!!.III'"ι・・・・‘.;.;.._.圃晶幽~恒量 圃圃圃'‘・~ -固...~..圃・ ・圃・
凋防副源-?I'C¥恵子語をηつ
村浩訪毘(関根秀勝団長)では、新人間員~JII錬や放水訓練

などの消防訓練を村民グランドや伺武撰川で実施しました。

まに、村婦人消防隊では、村就業改善センターにおいて、

応急手当なと、の講習会を行いました。

請書会は、須員)11消防署の署員3名が講師を務め、婦人

消防隊や部員の方々が受講しました。講習は、基礎知識を

学び、その後人形を使い人口醇阪やIl)腕蘇生などの実技を

行いました。

8 

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

岩
谷
さ
ん
は
、
農
業
委
員
を
二
十

六
年
二
ヶ
月
の
永
き
に
わ
た
り
務
め

ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
特
別
表
彰

と
な
り
ま
し
た
む

感謝状を手にする岩谷さん

村
商
工
会
主
罷
の
平
成
十
一
一

優
良
従
業
員
表
彰
が
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
六
事
業
所
か
ら
十
六

名
に
境
田
商
工
会
副
会
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

語
患
双
羽
電
機
(
株
)
松
川
勝
徳
・

真
弓
普
夫
・
二
瓶
文
子

須
藤
建
設
矢
部
欣
一

中
根
精
工
(
株
)
溝
井
徹
・
吉
田

徳
次
東
京
精
工
(
株
)
渡
辺
浩
二
・
柳
沼

守
・
田
中
弥
生

ポ
リ
マ
テ
ッ
ク
(
楳
)
大
和
田
誠
・

小
林
喜
幸
・
大
竹
進
一
・
矢
吹
耕
治

東
京
部
白
工
業
(
株
)
原
因
佳
人
・

北
島
昌
芳
・
影
山
孝
史事業所訪問

「
勤
労
感
謝
の
臼
」
を
前
に
泉

保
育
所
と
い
ず
み
幼
稚
園
の
醤

児
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
「
お
し
ご
と
ご

く
ろ
う
さ
ま
で
す
」
と
み
ん
な

で
戸
を
か
け
、
出
迎
え
た
角
田

助
役
に
園
児
は
シ
ク
ラ
メ
ン
の

鉢
を
贈
り
ま
し
た
G

訪
問
し
た
寵
児
に
は
、
お
礼

と
し
て
お
菓
子
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
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~四辻分校のおとしよりとのふれあいにて~

080 

第39回新春玉川村民囲碁将棋大会
参加者募集

新春恒例の玉川村民囲塞将棋大会を次のとおり開催し

ますので、愛婿者多数のご参加をお待ちしております。

乏ミ

.1泉

{呆

役場

{宗

FJJ@温@の健康ごよみ

@
a
w
偽
物

ぢ争ユ〆二 d 

一

村立均稚圏へ入国を希望する幼兜を、下記により募集いた

します。

お申し込みになる方は、入国を希望する均稚園へ印鑑をご

持参の上、手続きをお願いいたします。

続

w
a
w
e
a

@

@

e

e
 

記

対象却兜

・いずみ却稚園

府

w
ew
a曹

aw 定員120名(平成8年4月2白から平成9
年4月1日までに生まれた幼児)
定員100名(平成8fj:4月2白から平成10
年4月1日までに生まれた幼児)

平成14年1月10白(木)から1月23日(水)
午前8時から午後4時30分まで
(19日(土)は午前11時30分まで)

受付場所 いずみ・すがま鈎稚園

※受付の際、入電願書を記載して頂きます。印鑑を持参してく

ださい。

その他

・現在、すがま鈎稚園に入国されている4歳男で、引き続き入
国を希望される万は、入国手続きを要しません。

・不明な点は、玉川村教膏委員会(岱57-4633)へお尋ねく
ださい。

-すがま幼稚園

受付期間

a
g

象。

品

V
@
a
w

@

晶

港

島

溜

村では、赤城団地の分譲販売を行っており、残り5区画と

なりました。現在マイホームの購入を考えている万は、ぜひ

一度赤版団地仁足を運んでみては如何でしょうか。

事前に連絡を頂ければ担当者が現地にて説明いたします。

また、知人や友人でマイホームの購入を検討されている方が

いればご紹介ください。資料を送付させて頂きます。

ー募集概要

・募集戸数 :5区画

・申し込み受付:玉川村役場企画財政課

午前8時30分~午後5時(土-日-祝日は休みですが、事前

に連絡頂ければ対応いたします)

※申込受付は先着順となっています。

画間合わせ先:玉川村役場 企画財政課

4 

平成14年1月20日(臼) 午前9時開始
(受f寸:午前8時30分"-'8時50分)

玉川村就業改善センター 巴本間

村内仁居住する小学生以上の万

若しくは、村内事業所に勤務している万

A級・ B級・C級.D級別のリーグ戦

※C級{立中掌生上級から、D級は小中学生を

目安としてください。

600円(昼食代、当日お預かりします)

1月118までに村公民館窓口、または電話

Cn57-4632)にお申し込みください。

時

-会場

・参加資格

-日

{宗

参{泉

{宗

{采

3-4ヶ月児健診
午後1時30分~
山鳩会

午前10時00分~
すくすくクラブ

午前10時00づき~
献血

午後3時00分~
たまかわ健麗クラブー

午前9時30づき~
三種混合予防接種

午後 1時30づき
3歳!月健診

午後 1時00分~
母親教室

午前9時 15分~
育児教室

午後 1時00分~

18日(金)

22日〈火)

23日(水〉

24日(木〕

25巴(主主〕

30日(水)

-試合方法

-参加費

・参加申込

{宗

.1泉

{宗

5頁

母親教室

午後6時 15分~
1議 6ヶ月児健診-

午後 1時00分~
9~10ヶ月児健診

午後 1時30分~
三種混合予防接謹

午後12時45分~

圃2再

6巴(功。

8日〈金)

13日(泣く)

須:漬笠公民館保:保健センター

n57-4629 

9.872.000 93.43 308.88 419 

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄村をいただきました。

!享く御礼申し上げます。 件付1:会福祉協議会)

[お誕生おめでとうございます]

(12侍15日環在届出分)

和徳さんから

j青ーさんから

勇さんから

=勺
万L

-北鎮釜の塩津

・ 0 の塩津

・山小屋の石森

-岩法寺の吉田喜久雄さんから

・南須釜のI龍田 茂男さんから

. 今 の馬上久光さんから

@ 

電器

包""・"....・・・".. "・・.. . .・・....・・・.."・・・.. . . . 0命@・・.... 宅島10.142.000 113.73 375.98 433 保護者名出生児氏名

祐

地区名

平成1i4年度 主ぷ

泉保育所ス所児募集

• 

307.04 

10 

泉保青所では、次の要領で平成14年度の入所児童を募集
します。

募集予定児藁数 30名程度
申込期間平成14fj:1月ア日(月)から1月25日(金)まで
対象児童 平成8年4月2日~平成13年4月1日までに笠

まれた児童で、就労等のため家庭での保肯が出来

ない場合に限ります。

申込場所 玉川村役場健康福祉課

申込に必要なもの ①印鑑 ②家族の就労証明を関係会社等

から証明を受けて持参

※就労証明書は会社から、農業従事証明書は農業委員会から、

白曽証明書は民生委員からそれぞれ証明を受けてくださ

い。

間合わせ先 玉川村健康福祉課Cn57-4623)

(12月15日現在届出分)

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

8.927.000 

9.003.000 

喜久雄

私
じ
、
「
ノ

ノI面，.也、

世帯主名

男

広報への掲載を希望されない場合Ij:，窓口への扇け
出の際にお印し出ください。

92.09 

92.87 

勇

茂

久

j青

nu 

イ木
1

304.44 
去
十、
BUvth

門
川
イポ
n.. 

里子草北須釜

キクエ

上林雄

徳

常次郎

キクヨ

死亡者氏名

塩 津 清

三色
手玉む塩 津

音問

塩田

石森

，馬

地区名

岩法寺

今

山小屋

南須釜

北須釜

ノ'/ 

同
舟
せ
し
人
ら
逝
き
た
リ
阿
武
隈
の
渡
し
に
立
ち
て
回
想
し
き
リ

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
|
村
公
民
館

旅
ご
こ
ろ
味
わ
う
如
し
秋
晴
れ
の
一
日
一
人
散
歩
に
虫
で
て

世
に
受
け
マ
八
十
路
を
歩
む
余
命
あ
り
聖
医
の
術
ど
向
に
し
つ
つ

針
吉
田

真
弓

ふ
さ
ふ
さ
と
稔
リ

L
稲
を
手
に
捉
げ
て
夫
は
見
ぜ
来
足
萎
え
の
わ
れ
に

腕
カ
の
衰
う
も
振
る
鍬
さ
き
に
早
く
も
伝
わ
る
旬
の
味
わ
い

溝
井
は
む
よ

)1) 
田

長
里

i功、
イt

は
ん

~ ， 
た

今
月
の
納
税

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第
4
期

第
ア
期

1
月
保
険
料

【
納
期
限
は

1
月
お
日
(
金
)
で
す
。

忘
れ
、
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

さ
る
な
し
俳
句
会
十
二
月
句
会
詠
草

廃
屋
に
便
リ
届
き
ぬ
年
の
暮

イニ

嘘
一
つ
背
負
い

T
黙

L
占
眠
る

由

言己

友
よ
リ
の
甘
辛
承
け
の
干
大
根

真

主ロ

根
元
ま
で
冬
日
差

L
入
る
雑
木
山

華

神
の
旅
留
守
を
預
る
酒
の
神

イニ

美

年
の
瀬
や
サ
イ
レ
ジ
の
音
遠
近
に

美

ヰ支

忍
従
の
む
か
し
語
れ
る
吊
る
し
柿

春

モぢ
j-...:::..i， 

1 1 
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シリーズ⑬

今日の食卓

正月料理を作ってみよう

発行

私
の
ふ
る
さ
と

お忙しいお正月、冷えても美昧しく食べられる鮭といくら

のお寿司と、作りおき出来る柿なますはいかがでしょうか。

「鮭といくらのお寿司J -材料(5人分)一
・米一.3合(酒、昆布) ・鮭(目白)...2切れ(酒

合わせ酢
・酢-大さじ3 ・砂糖大さじ 1

・白ごま・・・大さじ3 ・卵(錦糸卵)
・いくら ..50g ・青しそ 10枚

少々)

小さじ 1-IE 

21固

ー
静
岡
県
大
井
川
町
|

横

山

正

郎

さん

m
g

私
の
ふ
る
さ
と
、
大

井
川
町
は
町
名
で
お
分

か
り
で
し
ょ
う
が
、
越

す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
と
言
わ
れ

た
「
大
井
川
」
が
流
れ
、
北
に
は
日

本
一
の
富
士
山
を
望
み
、
東
は
駿

河
湾
に
面
し
た
、
温
暖
な
気
候
で
、

人
口
約
二
万
四
千
人

・
面
積
が
約

お
凶
の
、
田
園
風
景
の
残
る
長
閑

な
町
で
す
。
町
内
に
飛
行
場
(自

衛
隊
静
浜
基
地
)
が
あ
る
所
な
ど
、

玉
川
村
に
似
て
い
る
か
も
?
町
の

主
な
産
業
は、

農
業

・
漁
業
及
び

鰻
の
養
殖
で
あ
り
、
特
産
品
は
、

一作り方-
1、ご飯を炊き、合わせ酢を混ぜて寿司飯を作る。
2、耐熱皿に鮭を並べて酒を少々振りかけ、ラップをして電
害レンジで2分加熱して度と骨を除き、粗くほぐす。
(電吾レンジがない時は蒸し器で蒸す)
3、卵を溶いて薄く焼き、錦糸卵を作る。青しそはせん切り
にする。
4、寿司飯の中に鮭、白ごまを混ぜて器に盛りつけ、上にいく
らと青しそをのせる。

「柿なますJ -材料(5人分)ー
・大根 ...500g ・人参 ...1/3本
・干し柿ー・・・2個(又は壬の柿)

:A ・米酢 .1/2力ツプ ・砂糖 ..大さじ3
・塩・・・・・・小さじ1/2

・柚菩 -少量 ・塩 -少量 世
界
中
で
駿
河
湾
に
し
か
棲
息

し
な
い

「
桜
エ
ピ
」
と

一
般
的
で

す
が
「
シ
ラ
ス
」
「
鰻
」
ま
た
、
洋

ラ
ン

・
バ
ラ
等
も
盛
ん
に
栽
培

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
観
光
名
所

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
井

川
河
口
付
近
は
野
鳥
生
息
地
と

し
て
知
ら
れ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ

チ
ン
グ
用
の
丸
太
小
屋
等
を
整

備
し
、
周
囲
に
は
小
鳥
の
た
め

植
栽
さ
れ
た
野
鳥
園
で
は
、
水

鳥
を
主
体
と
し
た
八
十
余
種
の

野
鳥
が
観
察
で
き
ま
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(g
u
-
-
4
6
2
1
)
 

一作り方-
1、大根と人参はなます切りにしてボウルに入れ、塩少量を
振って探み、しんなりしたら水気を絞る。
2、干し柿(又はまの柿を度をむいて)はヘタと種を除いて
小口切りにし、柚菩の度は細いせん切りにする。
3、ボウルにAの目酢を合わせて、水気を絞った大根と人参、
柿を入れて和え、梱吾も加える。

上記以外にも美昧しく簡単に出来るおせち料理の献立が
ありますので、l必要な方は電話ください。(ti57-2025 双
里まで)資料を差上げます。
・竜眼巷き・のし鶏・ゆり恨の茶ゆ・育頭海老の梱吾風昧

制
心に残る我がふるさと

f変わらないのは、
想い出話と人情感j

薫さん

増三子重直さんの弟)

E書事訓I~望J;;I;~

東京都江戸川区

増吾
(南須釜出身

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
各
地
に
異
変
が
続

出
し
た

一
年
間
で
し
た
が
今
年
は
平

穏
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
私
に

と
っ
て
人
生
七
十
年

・
上
京
五
十
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
五
十
年
前
と
今
日
を
比
較
し

て
見
ょ
う
と
思
い
ま
す
。
東
京
へ
は

須
賀
川
よ
り
汽
車
で
六
時
間
、
今
は

四
分
の

一
、
交
通
機
関
は
木
炭
パ
ス

で
凹
凸
道
を
走

っ
て
い
た
、
今
は
舗

装
道
路
で
ベ
ン
ツ
、
空
に
飛
行
機
舞

踊
、
食
べ
物
は
配
給
米
で
中
華
そ
ば、

寿
司
な
ど
は
見
た
こ
と
な
い
、
今
は

田
舎
も
都
市
並
、
茅
葺
き
屋
根
は
、

青
く
な
っ
た
り
赤
く
な

っ
た
り
様
変

わ
り
。
話
す
言
葉
も
批
り
が
う
す
れ

村
の
名
前
「
た
ま
か
わ
」
と
澄
ん
だ

言
葉
に
変
っ

た
。
変
ら
な
い
の
は
人

情
感
と
昔
懐
か
し
い
想
い
出
話
と
い

左から小針さん、車田村長、大木会長、私です

っ
た
具
合
に
走
馬
燈
の
よ
う
に
昔
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で

昨
年
は
、
八
月
に
未
来
博
、
十

一
月

に
は
福
島
県
人
会
で
菊
人
形
展
、
村

長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
古
稀
記
念
の

同
級
会
と
三
回
も
近
郷
の
廻
り
を
し

ま
し
た
が
初
め
て
見
物
を
し
た
所
も

沢
山
あ
り
、
自
分
の
故
郷
の
魅
力
に

感
動
し
ま
し
た
。

旅
を
し
て
出
身
地
を
聞
か
れ
ま
す

が
、
福
島
空
港
の
あ
る
村
で
す
と
応

え
る
と
飛
行
場
が
あ
る
村
は
珍
し
い

と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
東
京
玉
川
会

が
誕
生
し
て
今
年
で
十
四
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
会
員
も
増
え
顔
見
知
り

の
方
も
多
く
総
会
時
に
は
談
笑
し
て

時
間
の
立
っ
た
の
も
忘
れ
る
く
ら
い

賑
や
か
な

一
日
と
な
る
こ
と
が
楽
し

く
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
最
後
に
、
村
の
発
展
と
皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

12 
| 東京玉川会では常時会員を募集しています。詳しくは、役場企画財政課岱~m竺E!I三で.




